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制定日：
改定日：

３．環境への取り組みを環境活動レポートとしてとりまとめ公表します。

前衆議院議員　　　　とかしきなおみ

　④医療と環境を配慮したまちづくりの提言

2021年1月20日

２．環境関連法規制や当事務所が約束したことを順守します。

2008年6月1日

　②廃棄物の削減（循環型社会への対応）
　　・一般廃棄物（可燃ごみ）の削減

　③資源の有効利用

　　・エコメディカルシティに向けた提言活動

　　・水道水の削減

　　・環境政策への積極的な提案
　　・環境イベント等での啓発活動

　①二酸化炭素排出量の削減（低炭素社会への対応）
　　・電力（事務所）の削減

＜環境保全への行動指針＞

前衆議院議員　とかしきなおみ事務所
環 境 経 営 方 針

＜環境理念＞

生み出すことや、カーボンオフセットにも挑戦していきたいと考えています。

□ごあいさつ
　地域の恵み豊かな環境を守るため、私は政治家として積極的に各種活動へ参加し、一層の啓発活動
のため少しでも役にたてるよう頑張っていきたいと思っています。また吹田操車場跡地での「健都」
という健康と医療の新しい街づくりでは環境負荷を削減し、環境保全ができるようしっかりと提言し
ていきたいと考えています。
　環境副大臣、自民党環境部会長としての経験を存分に活かし、国内問題としてだけでなく世界の中
の日本として直面する課題である気候変動やプラスチックによる海洋汚染などの問題について取り組
み発信していきます。
　私の地元では、環境について楽しみながら考えることができる参加型の環境フェスタや、その他多
くの環境に関するイベントが盛んに行われ、市民、企業、行政が連携し、積極的に環境に取り組むよ
うに努めます。

環境保全活動を推奨し、持続可能な経済社会への構築に貢献いたします。
将来的には、環境問題はエネルギー問題でもあるので、エネルギーをオフィスで

とかしきなおみ事務所は、自発的に環境負荷の削減に取り組むと同時に、

　　・自動車燃料の削減

そして、環境問題を社会が永続的に取り組めるよう「環境と経済の両立」ができる社会を目指します。



（１） 事業所名及び代表者名
前衆議院議員　とかしき　なおみ事務所
代表　とかしき　なおみ

（２） 所在地
大阪事務所：大阪府吹田市高浜町9-16

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 ←
環境管理責任者　北野　卓真　　TEL：06-6319-1535 大阪事務所
担当者　　　    　鎌田　松輝　　TEL：06-6319-1535

（４）事業内容（認証・登録の範囲）
後援会拡大活動、政策提言活動

（５）事業の規模
人員
延べ床面積　　　 426㎡

（６）事業年度　1月～12月 →
Youtubeでも

発信しています

環境経営システム組織図

環境管理事務局

□登録事業所の概要

□実施体制

大阪事務所

8名

秘書課

代表者
とかしき　なおみ

環境管理責任者
北野　卓真

鎌田　松輝

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

https://www.youtube.com/watch?v=C3Q1b9sooKQ&t=1s


項　目 単位 2021年度 2022年度 2023年度
二酸化炭素排出量
（対象：電力・自動車燃料）

kg-CO2 18,525 17,096 18,874

一般廃棄物量排出量 kg 327 436 249

水使用量 ㎥ 71 112 39
※電力の二酸化炭素排出係数　 0.434 kg-CO2/kWh（令和4年実績の調整後）を使用

2022年度 2024年度 2025年度
（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 8,486 8,401 8,856 × 8,316 8,231

基準年度比 99% 104% 98% 97%

kg-CO2 6,206 6,144 10,018 × 6,082 6,020

基準年度比 99% 161% 98% 97%

kg-CO2 14,692 14,545 18,874 14,398 14,251

基準年度比 99% 128% 98% 97%

kg-CO2 321 317 249 〇 314 311

基準年度比 99% 78% 98% 97%

節水 ㎥ 45 45 39 〇 44 44

基準年度比 99% 87% 98% 97%

エコメディカルシティ構想の提案

社会貢献

達成状況
単位

基準年度
基準年度 8,486 ｋｇ-CO2

目標 8,401 99%

実績 8,856 104%

基準年度 6,206 ｋｇ-CO2

目標 6,144 99%

実績 10,018 161%

基準年度 321 kg

目標 317 99%

実績 249 78%

基準年度 45 ㎥

目標 154 99%

実績 95 87% 　　　　　　

□主な環境負荷の実績

□環境経営目標及びその実績

□環境経営計画とその評価、次年度の取組計画

社会貢献

・地域の環境活動への積極的な参加

 

・裏紙使用

目標　達成；○

・古紙のリサイクル化

・環境と医療との融合を中心テーマ
としてのまちづくりを進める

節水

コロナが緩和されたことにより、こ
れまで自粛されていた行事などが行
われるため、車で移動する機会が増
えたことで、前年度に比べガソリン
の消費量が増えてしまった。
今年度は、エコドライブができるよ

ガソリン使用量の削減

・手洗い水量の適正化

エコメディカルシティ振興による健
康の推進と経済の発展

講演活動や環境や健康イベントへの参加、また石川能登半島地震の募金活動
など、数多くの社会貢献に務めてきた。
引き続き、講演活動やイベントへの参加により、社会貢献に務めていく。

・クールビズ・ウォームビズ運動

（冷房２８℃　暖房２０℃）

一般廃棄物の削減

・買換え時は燃費マークを優先する

二酸化炭素排出量合計

　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2023年度

電力の二酸化炭素排出量削
減

評価・次年度の取組計画

目標　達成；×

ガソリンの二酸化炭素排出
量削減

一般廃棄物の削減

取組計画

電力の削減

・冷暖房の控えめな使用

エコドライブﾞ運動展開

・換気扇は最小限に

行動計画に基づく実施

世界に誇れる医療都市のまちづくりによって、健康産業の発展に貢献するな
ど、初期の目標を一部達成した。
引き続き、ソフト面の運用や情報発信にさらなる活性化を目指していく。

・アイドリングストップ

・冷房の控えめ使用

・急加速の抑制

人員増により、情報機器の導入や後
援会活動の増加により、前年度に比
べ増加したものと思われる。
今年度は、目標達成できるよう、節
電活動に取り組む。

目標　達成；○

資源ゴミ回収利用と、不要書類の裏
紙使用やマイカップ運動により廃棄
物量の削減を図れた。
今年度も引き続き、デジタル化を推
進し、不要書類の削減に務める。

目標　達成；×

・分別ボックスの設置

引き続き食器洗い等でこまめに水を
止める等、各自が工夫し節水に心が
ける。
今年度も引き続き、衛生管理・感染
予防に勤めながら、節水に取り組
む。



緊急事態の想定 火災

訓練実施日

☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

廃棄物による放火を想定し、通報、消火、避難訓練を実施

訓練結果

評　　価

手順書の変更の必要性 なし

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りであり、遵守されている。

　   　※自動車はリースのため自動車リサイクル法の適用は受けない

遵守評価を行った結果環境関連法規への違反、訴訟等はありません。
なお、関係当局よりの違反等の指摘はこれまでありません。

←
クリックして
Youtubeで
ご覧ください

□緊急事態対応訓練

□環境関連法規制等の遵守状況

フロン排出抑制法法 業務用空調機
廃棄物処理法 一般廃棄物

小型家電リサイクル法 デジカメ、電卓、掃除機、電子レンジ等
家電リサイクル法 テレビ、冷蔵庫

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

避難口が一か所のため階段（入口）より出火した場合どのように非難するかを確認し
なければならない
消火器の位置確認・有効期間の確認　－OK
消防署への連絡方法の確認　－　OK

今回のテストは全員が火災に対する対応の認識が出来有効であった

訓練内容

2023年5月28日

https://www.n-tokashiki.jp/policy/
https://youtu.be/1D-Cx3p7e84?si=EXa_4epzgUl03I2N


衆議院本会議にて政策提言

https://youtu.be/1D-Cx3p7e84?si=EXa_4epzgUl03I2N


２０１５年　厚生労働副大臣就任 ２０１７年　環境副大臣就任

２０２０年
衆議院厚労委員長就任

実施日 ：

環境経営方針 変更なし
環境経営目標・計画 変更なし
実施体制 変更なし

これまでの実績

□代表者による全体評価と見直し・指示

国会議員を4期勤め、落選して国政から離れたからこそ見えてくることが多々あります。現職の時は、厚
労副大臣や自民党の厚労部会長・衆議院の厚労委員長と、環境副大臣や自民党の環境部会長をさせてい
ただいた関係で、私の専門は「厚労」と「環境」となりました。議員でなくなっても、この2つのジャン
ルの方々との交流は続いていて、今は民間の立場から「厚労」と「環境」の環境整備のために力を尽く
しています。国政復帰を目指して日々活動を続けていますが、国政に戻った時に、手掛けたいと思って
いるのは「長期的なビジョン」を持つ政策に挑戦したいということです。現在注力され過ぎている目先
の「得を優先する」政策だけでなく、長期を見据えた「正義かどうか」という視点で政策を作って行く
必要性を強く感じています。最大の環境破壊といわれている戦争が各地で勃発しはじめている現在、
「環境維持の視点」で人類は何を選択するべきか、安心できる地球を次の世代に渡していくために、今
取り組むべきことを世界でしっかり議論していかなくてはいけません。「環境」の問題は、日々の生活
のちょっとした配慮の積み重ねが大きな力を発します。今の立場で私ができるのは、環境意識啓発の活
動です。講演活動を行いながら地域の清掃活動などにも積極的に参加するように心がけています。ま
た、「環境」は「健康」をテーマにした「健都」という街に「環境」の考え方も更に導入されるように
活動しています。現在置かれた自分の立場で、取り組める環境政策をこれからも充実させていきたいと
思います。

2024年1月23日


